
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
科
学

第
六
一
号
、
一
四
一
－
一
症
哩
二
○
一
二

日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
印
章
や
蒙
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い
視
野
に
立
っ

た
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
研
究
は
、
日
本
の
印
章

や
築
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的
な
解
明
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総
括
的
に
は
日
本
の
印
学
の

体
系
化
を
目
指
し
た
い
。
こ
れ
は
書
学
・
書
道
史
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美
学
・

美
術
史
、
歴
史
考
古
学
、
文
化
史
等
そ
の
稗
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
へ
の
史
的
考
察

や
作
品
研
究
を
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
日
本
の
印
人
の
研
究
、
主
と
し
て

高
芙
蓉
二
七
二
二
’
一
七
八
四
）
研
究
、
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜
と

目
さ
れ
る
、
源
惟
良
、
小
俣
峻
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平
等
の
事
績
の
調

査
・
研
究
と
作
品
分
析
、
そ
し
て
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
探
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
き

た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
中
井
敬
所
の
「
日
本
印
人

伝
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ
り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
蒙
刻

の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
蒙
刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術
家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
て
い

る
。
本
稿
は
そ
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
山
田
正
平
二
八
九
九
’
一
九
六
二
）
は
、
日
本
の
築
刻
の
祖
「
印
聖
」
と
称
さ
れ

る
高
芙
蓉
の
系
譜
に
連
な
る
。
古
来
「
詩
書
画
」
三
絶
の
文
人
活
動
は
、
文
人
必
須
の
条
件

と
し
て
詩
・
書
・
画
に
加
え
て
蒙
刻
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
正
平
自
身
四
絶
の
芸
術
境
を
目

指
し
、
蒙
刻
芸
術
に
命
を
賭
し
た
。
正
平
の
成
し
遂
げ
た
類
ま
れ
な
功
績
を
考
え
る
に
、
わ

が
国
に
お
け
る
「
印
仙
」
と
称
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
触
れ
ら
れ
る
事
の
な
か
っ
た
、
正
平
の
画
と
そ
の
画
論
に
つ
い

て
考
究
し
た
い
。

l ■■■■■■

序

日
本
印
人
研
究

ｌ
山
田
正
平
の
画
と
画
論
Ｉ

神

野
雄
二

を
置
い
た
。
そ
し
て
特
色
あ
る
の
は
、
蒙
刻
家
と
し
て
の
空
間
意
識
と
鋭
利
な
刃
物
で
切
り

込
む
よ
う
な
線
の
直
裁
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
山
田
家
に
遺
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
に
よ

る
画
面
構
成
や
線
質
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
九
三
七
年
（
三
九
歳
）
の
時
に
描
か
れ
た
ヨ

止
道
人
自
像
」
は
、
す
で
に
正
平
の
独
自
の
画
風
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
三
九
年
（
四
一
歳
）

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
個
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

山
田
正
平
の
画
作
品
と
関
係
資
料
を
一
覧
に
す
る
。

図
版
は
紙
幅
の
関
係
上
す
べ
て
を
掲
載
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
以
下
の

作
品
集
で
参
照
で
き
る
。

○
「
山
田
正
平
先
生
遺
作
展
特
集
号
」
二
書
品
」
第
一
三
五
号
東
洋
書
道
協
会
昭
和

三
十
七
年
十
一
月
十
五
日
）

・
磯
部
草
丘
．
止
道
人
を
偲
ぶ
」

・
松
井
如
流
「
山
田
正
平
さ
ん
」

・
伏
見
沖
敬
「
山
田
正
平
先
生
略
年
譜
」

・
山
田
梅
枝
「
父
を
憶
う
」

○
「
山
田
正
平
遺
作
展
』
（
山
田
正
平
遺
作
展
委
員
会
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
日
中
央
公

論
美
術
出
版
）

・
中
川
一
政
「
生
き
て
い
る
文
人
趣
味
」

山
田
正
平
の
画
が
掲
載
さ
れ
た
主
な
作
品
集
・
図
録
・
雑
誌
特
集
号
を
列
記
し
、
彼
の
画

や
画
論
を
言
及
す
る
一
助
と
し
た
い
。

一
九
二
○
年
に
正
平
が
描
い
た
初
期
作
品
は
、
彼
の
画
の
成
立
を
探
る
上
で
貴
重
な
も
の

で
注
目
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
日
本
画
技
法
に
よ
る
も
の
で
、
彼
の
築
刻
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
ず
は
伝
統
の
技
法
に
拠
っ
た
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。
後
、
か
な
り
早
い
時
期
に

彼
の
独
自
な
作
風
に
変
化
し
て
い
く
。

１
、
作
品
集
・
図
録
・
雑
誌
特
集
号

最
も
彼
が
重
視
し
た
の
は
、
自
然
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
感
得
し
た
実
感
で
あ
毒
り
こ
こ
に
重
き

二
画
作
品
と
蔭
係
資
料

一
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・
島
田
正
治
「
正
書
平
先
生
の
思
い
出
」

・
小
池
邦
夫
「
小
池
邦
夫
の
課
外
授
業
、
桜
井
定
市
さ
ん
の
書
簡
よ
り
、
山
田
正
平
先
生

の
思
い
出
」

○
「
正
平
文
人
画
」
（
山
田
潤
平
編
、
日
本
習
字
普
及
協
会
平
成
十
三
年
十
一
月
六
且

・
中
川
一
政
「
生
き
て
い
る
文
人
趣
味
」

・
神
野
雄
二
一
‐
山
田
正
平
の
刻
字
」

・
神
野
雄
二
資
料
室
「
山
田
正
Ｔ

○
「
月
刊
絵
手
紙
」
「
特
集
山
田
正
平

本
絵
手
紙
協
会
）

・
小
池
邦
夫
「
山
田
正
平
文
人
画
」

○
増
補
版
「
山
田
正
平
作
品
集
」
（
山
田
喜
美
子
編
、
木
耳
社
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
日
）

・
小
木
太
法
「
山
田
正
平
論
」

・
神
野
雄
二
「
山
田
正
平
年
譜
」
「
山
田
正
平
研
究
文
献
目
録
」
「
山
田
家
系
図
」

○
図
録
『
山
田
寒
山
・
正
平
展
」
（
築
刻
美
術
館
平
成
四
年
十
一
月
六
日
）

・
神
野
雄
二
「
山
田
寒
山
年
譜
」
「
山
田
正
平
年
譜
」
「
山
田
家
系
図
」

○
特
別
企
画
「
山
田
正
平
の
世
界
」
言
墨
』
第
一
五
二
号
芸
術
新
聞
社
平
成
十
三
年
十

一
月
十
六
日
）

○
増
補
版
「
山
、

匙
西
川
寧
一
‐
一
止
道
人
の
印
譜
・
序
」

・
堀
口
大
学
「
巌
々
清
時
の
人
（
昭
和
三
十
九
年
「
山
田
正
平
遺
作
展
図
録
」
よ
り
押
録
）

・
山
田
喜
美
子
「
あ
と
が
き
」

○
佐
藤
耐
雪
ヨ
止
道
人
山
田
正
平
先
生
の
書
簡
』
（
佐
藤
耐
雪
後
援
会
昭
和
五
十
四
年

・
堀
口
大
学
「
巌
々
清
峠
●
の
人
」

・
武
者
小
路
実
篤
「
逢
え
な
か
っ
た
人
」

・
西
川
寧
「
く
も
の
巣
が
か
か
っ
て
い
る
」

○
「
山
田
正
平
作
品
集
」
（
山
田
喜
美
子
編
木
耳
社
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
日
）

特
別
企
画
一
山
田
正
平
の
世
界
」
二
塁
』
第
二

月
一
日
）

・
小
木
太
法
評
伝
「
正
平
交
印
録
」

・
小
池
邦
夫
作
品
論
「
正
平
の
ひ
と
り
遊
び
」

・
真
鍋
井
蛙
作
品
論
一
‐
築
刻
と
書
と
そ
の
時
間
」

・
小
木
太
法
コ
ラ
ム
「
芸
術
は
教
わ
る
も
の
で
は
な
い
」

｜
●
山
田
正
平
作
品
集
」
（
山
田
喜

・
中
川
一
政
「
山
田
正
平
印
譜
」

料
室
一
‐
山
田
正
《
平
略
年
譜
」

「
特
集
山
田
正
平
文
人
画
」
第
七
一
号

（
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

山
田
家
に
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
と
は
い
え
、
生
き
生

き
と
写
生
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
作
品
と
称
し
て
も
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
正
平
は
、

旅
の
途
中
、
又
折
に
ふ
れ
、
富
岡
鉄
斎
・
石
祷
・
岡
田
米
山
人
・
中
川
一
政
・
小
川
芋
銭
な

ど
の
模
写
を
試
み
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
山
田
正
平
の
管
見
の
及
ん
だ
Ⅲ
作
品
と
画
論
に
関
係
す
る
資
料
の
年
譜
を
編

ん
で
お
き
た
い
。

凡
例一

、
丸
括
弧
内
は
、
西
暦
、
年
号
、
干
支
、
年
齢
（
数
え
年
）
の
順
に
示
し
た
。

一
、
本
年
譜
は
、
山
田
家
収
蔵
品
並
び
に
左
記
文
献
、
資
料
等
に
よ
り
作
成
し
、
そ
の
出

典
表
記
に
当
っ
て
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

・
山
田
正
平
自
筆
年
譜
ｌ
「
自
」

昭
和
五
十
一
年
秋
、
令
夫
人
喜
美
子
は
一
．
山
川
正
平
作
品
集
」
（
木
耳
社
・
前
掲
）
の
一
‐
あ

と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

・
小
木
太
法
一
‐
名
印
二
穎
」

・
山
田
梅
枝
「
父
を
語
る
」
「
あ
と
が
き
」

○
図
録
「
山
田
正
平
展
」
（
築
刻
美
術
館
平
成
十
六
年
九
月
十
七
日
）

・
神
野
雄
二
「
山
田
正
平
年
譜
」
「
山
田
正
平
研
究
文
献
目
録
」
「
山
田
家
系
図
」

２
、
画
作
品
と
関
係
資
料
の
年
譜

正
平
は
旅
行
が
好
き
で
、
よ
く
一
緒
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
写
生
帖
を
肌
身
離
さ
ず

も
ち
歩
き
、
旅
で
得
た
素
描
を
、
数
回
の
個
展
に
役
立
て
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
画

を
描
く
時
は
た
い
そ
う
楽
し
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
本
業
の
印
を
刻
る
時
は
そ
れ

は
そ
れ
は
厳
し
い
態
度
に
な
っ
て
、
心
ゆ
く
ま
で
印
稿
を
練
り
、
一
度
で
刻
り
あ
げ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
に
は
何
度
も
何
度
も
刻
り
直
し
を
く
り
返
し
、
納
得
が
い

く
作
品
が
で
き
る
頃
は
、
印
材
の
丈
が
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
快
心
の
作
が
仕
あ
が
り
、
印
菱
を
前
に
し
て
満
足
そ
う
な

姿
を
見
か
け
る
時
は
、
ひ
と
と
き
の
仕
合
せ
を
味
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。
（
略
）

一
一
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○
（
一
九
一
二
・
大
正
一
○
・
辛
酉
・
二
三
）

「
蘭
図
」
（
色
紙
・
墨
画
）
を
画
く
。
款
記
に
「
辛
酉
春
日
正
平
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

小
川
芋
銭
よ
り
葉
書
を
受
け
取
る
。
（
こ
の
後
芋
銭
よ
り
、
書
簡
十
三
通
、
葉
書
五
通
を

○
（
一
九
一
九
・
大
正
八
・
己
未
・
二
一
）

日
魯
漁
業
社
長
堤
清
六
の
援
助
を
受
け
、
河
井
茎
臓
に
随
伴
し
て
上
海
に
行
く
。
呉
昌
碩
．

徐
星
州
よ
り
指
導
を
受
け
る
。
こ
の
時
星
州
よ
り
朱
文
「
正
平
之
印
」
を
刻
さ
れ
る
。
側

款
に
「
己
未
冬
星
州
」
と
あ
る
。
蘇
州
・
長
沙
に
も
遊
ぶ
。
（
「
会
津
先
生
と
私
」
「
書
品
」

○
（
一
九
一
七
・
大
正
六
・
丁
巳
・
一
九
）

土
田
麦
変
の
知
遇
を
受
け
、
国
画
創
作
協
会
の
同
人
達
に
紹
介
さ
れ
る
。

○
（
一
九
二
○
・
大
正
九
・
庚
申
・
二
二
）

小
川
芋
銭
の
来
訪
を
う
け
る
。
「
山
田
正
平
「
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
草
稿
、
山
田
家
蔵
）
（
１
）

「
山
水
図
」
（
掛
幅
・
絹
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
（
図
１
、
図
３
）
。
款
記
に
「
庚
申
秋
日
正
平
」

と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

「
故
郷
晩
夏
」
（
掛
幅
・
絹
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
（
図
３
、
図
４
）
。
款
記
に
「
庚
申
秋

日
正
平
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

「
山
水
図
」
（
掛
幅
・
絹
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
（
図
５
、
図
６
）
。
款
記
に
「
嘗
遊
湖
南

岳
麓
山
風
光
不
能
忘
合
想
起
以
写
大
正
九
年
七
月
正
平
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

○
（
一
九
一
二
・
大
正
一
・
壬
子
．
一
四
）

七
九
号
、
東
洋
書
道
協
会
、
一
九
五
七
年
四
月
）

一
．
耕
香
館
書
一
謄
』
を
模
写
す
る
。
款
記
に
一
‐
大
正
元
十
一
月
正
平
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）
○

・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
・
ノ
ー
ト
ー
ー
ス
」

．
「
山
田
正
平
作
品
集
寅
木
耳
社
、
前
掲
）
所
載
年
譜
Ｉ
（
木
）

一
、
「
山
田
正
平
作
品
集
』
に
掲
載
の
作
品
に
つ
い
て
、
掲
載
頁
を
「
木
（
頁
）
」
と
し
て

記
載
し
た
。

一
、
山
田
正
平
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
作
品
形
状
・
寸
法
・
落
款
印
・
所
蔵
先
等
を
記
す

べ
き
で
あ
る
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
最
小
限
に
留
め
た
。

○
（
一
九
二
三
・
大
正
一
二
・
葵
亥
・
二
五
）

○
（
一
九
二
九
・
昭
和
四
・
己
巳
・
三
一
）

花
弁
画
（
折
り
帖
、
紙
本
淡
彩
）
を
画
く
。
款
記
に
「
昭
和
四
年
五
月
九
日
幾
庵
写
」
ま
た
「
隣

家
同
種
花
大
加
倍
雌
口
弱
小
著
花
可
慰
更
生
又
署
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

「
百
日
草
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
淡
彩
）
を
画
く
。
「
百
日
不
厭
」
と
題
し
、
款
記
に
「
己
巳

九
月
正
平
写
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

Ｃ
二
九
二
八
・
昭
和
三
・
戊
辰
・
三
Ｃ
）

「
梧
竹
幽
居
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
「
梧
竹
幽
居
」
と
題
し
、
款
記
に
「
成
辰

冬
日
正
平
製
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

○
（
一
九
三
○
・
昭
和
五
・
庚
午
・
三
二
）

「
水
仙
図
」
（
色
紙
・
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
「
春
意
」
と
題
し
、
款
記
に
「
庚
午
四
月
初

三
鐙
下
読
近
思
録
有
此
語
正
平
井
記
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

一
一
一

○
（
一
九
二
六
・
昭
和
一
・
丙
寅
・
二
八
）

西
荻
窪
の
児
玉
希
望
の
招
宴
の
席
で
磯
部
草
丘
と
会
う
。
（
磯
部
草
丘
「
一
止
道
人
を
偲

ぶ
」
「
書
ロ
聖
一
三
五
号
）

「
寅
図
」
（
短
冊
・
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
款
記
に
「
丙
寅
正
平
試
舗
」
と
あ
る
。
同
画
に

喜
美
子
令
夫
人
に
よ
る
賛
「
千
里
同
風
喜
美
」
が
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

大
同
・
天
津
・
白
河
（
北
京
郊
外
）
に
遊
ぶ
。
四
月
六
日
、
九
日
に
大
同
の
石
悌
寺
に
遊
び
、

写
生
を
す
る
と
と
も
に
石
仏
の
拓
本
を
取
る
。
（
ス
）

北
京
を
経
て
帰
国
す
る
。
（
自
）

受
け
取
る
ｃ
こ
れ
は
山
田
家
に
現
存
す
る
ｃ
）

御
茶
の
水
の
川
端
画
熟
に
通
い
、
油
絵
を
描
き
は
じ
め
る
。
（
木
）

二
九
二
五
・
大
正
一
四
・
乙
丑
・
二
七
）

「
壷
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
款
記
に
「
乙
丑
四
月
正
平
作
」
と
あ
る
。
（
山

田
家
蔵
）
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Ｃ
（
’
九
三
七
・
昭
和
一
二
３
丁
丑
・
三
九
）

磯
部
草
丘
の
「
富
士
図
」
に
「
神
州
真
面
目
」
と
題
す
。
款
記
に
「
丁
丑
元
旦
正
平
題
」

と
あ
る
。
（
山
内
正
二
蔵
）

「
一
止
道
人
自
像
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
款
記
に
「
丁
丑
六
月
自
題
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
第
一
回
個
展
に
出
品
す
る
。
（
山
田
家
蔵
・
木
二
○
三
頁
）

画
冊
「
無
蓋
蔵
」
を
画
く
。
款
記
に
「
丁
丑
八
月
六
日
鐙
下
写
畢
」
と
あ
る
。
（
桜
井
定
市
蔵
）

○
（
一
九
三
四
“
昭
和
九
・
甲
戊
５
三
六
）

「
石
摺
図
」
（
紙
本
淡
彩
）
を
画
く
。
「
子
露
佳
人
歯
肌
匂
美
女
脱
」
と
題
し
、
款
記
に
「

戊
六
月
念
六
蕊
峯
漁
人
偶
未
過
酔
除
及
之
正
平
製
提
購
井
兼
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

「
山
水
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
款
記
に
「
丙
子
四
月
正
平
戯
墨
」
と
あ
る
。
（

○
二
九
三
三
・
昭
和
八
・
契
酉
・
三
五
）

山
田
寒
山
の
十
七
回
忌
を
記
念
し
て
寒
山
寺
書
画
築
刻
頒
布
会
を
催
す
。

○
（
一
九
三
一
・
昭
和
六
・
辛
未
・
三
三
）

小
川
芋
銭
の
推
薦
に
よ
る
「
寒
山
寺
正
平
蒙
刻
会
」
を
行
な
う
。
こ
の
後
四
、
五
年
続
く
。

（
「
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
）

「
水
仙
図
」
（
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
「
生
涯
落
晩
惟
耽
酒
客
路
蒼
荘
自
詠
詩
」
と
題
し
、

款
記
に
「
辛
未
春
日
正
平
井
題
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

一
墨
竹
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
）
を
画
く
。
款
記
に
一
‐
葵
秤

（
パ
ン
フ
レ
ッ
、
卜
）

令
夫
人
き
み
子
作
墨
竹
に
賛
を
す
る
。
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

辺
秀
英
蔵
）

磯
部
草
丘
と
佐
渡
に
遊
ぶ
。

「
越
佐
画
冊
』
成
る
。
（
木
）

‐
と
傘
の
ス
》
仁
一
（
’
ハ
乱
●
ゾ
ー
ー
ノ
ー
レ
ツ
ト
ー
）

一
‐
葺
百
合
図
」
を
画
く
。
款
記
に
一
‐
発
酉
七
月
一
止
道
人
井
題
」
と
あ
る
。
（
山
田
寒
山
翁

十
七
回
忌
記
念
「
寒
山
寺
書
画
築
刻
頒
布
規
定
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
山
田
家
蔵
）

「
夏
山
遊
行
之
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
款
記
に
「
発
酉
八
月
一
止
道
人
製
」

ヘ

ス
…

一
‐
葵
丑
八
月
一
止
道
人
井
題
」
と
あ
る
。

一

甲
へ

渡

○
（
一
九
四
四
・
昭
和
一
九
・
甲
申
・
四
六
）

第
二
回
正
平
作
品
展
を
銀
座
鳩
居
堂
に
て
開
催
す
る
。

「
八
仙
人
」
（
掛
幅
）
を
画
く
。
款
記
に
「
甲
申
十
一
月
正
平
写
井
最
」
と
あ
る
。
（
「
第
二

回
正
平
個
展
写
真
集
」
）

「
十
六
羅
漢
」
（
掛
幅
・
紙
本
淡
彩
）
を
画
く
。
「
神
通
妙
用
」
と
題
し
、
款
記
に
「
甲
申

十
一
月
一
止
敬
写
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
・
木
一
七
六
頁
）

○
（
一
九
四
二
・
昭
和
一
七
・
一
壬
午
・
四
四
）

油
彩
自
画
像
を
描
く
（
山
田
家
蔵
）
（
正
平
油
彩
画
は
二
点
山
田
家
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
）

伊
東
に
遊
び
、
水
墨
画
「
鰹
漁
帰
路
」
な
ど
画
く
。
（
木
、
ス
）

○
（
一
九
三
八
・
昭
和
一

○
（
一
九
四
一
・
昭
和
一
六
・
辛
巳
・
四
三
）

「
海
福
山
最
明
寺
全
景
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
款
記
に
「
昭
和
辛
巳
四
月

浪
華
客
中
正
平
写
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
・
木
一
七
三
頁
）

○
（
一
九
四
○
・
昭
和
一
五
・
庚
辰
・
四
二
）

棟
方
志
功
が
、
山
田
家
に
お
い
て
「
朱
鯉
魚
」
を
画
く
。

○
（
一
九
三
九
・
昭
和
一
四
・
己
卯
・
四
一
）

第
一
回
「
一
止
道
人
個
展
」
を
銀
座
鳩
居
堂
に
て
開
催
す
る
。
（
主
催
氷
炭
会
、
支
援
徳

富
蘇
峰
・
安
田
戦
彦
）
（
毛
筆
履
歴
書
）

（
一
九
三
八
・
昭
和
一
三
・
戊
寅
・
四
○
）

小
川
芋
銭
を
病
床
に
見
舞
う
。
（
ス
）

第
一
回
北
越
美
術
家
「
清
盟
会
展
覧
会
」
に
出
品
す
る
。
白
木
屋
美
術
部
５
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
北
越
出
身
者
の
美
術
家
展
）

小
川
芋
銭
の
通
夜
に
小
川
家
を
訪
れ
る
。
（
「
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
）

百
草
園
に
て
氷
炭
会
を
催
す
９
（
荻
窪
付
近
に
住
む
磯
部
草
丘
他
数
人
の
画
家
と
、
月
一

回
、
出
題
の
作
画
を
も
ち
よ
り
会
し
た
も
の
。
）
（
ス
）

匹
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○
（
一
九
五
六
・
昭
和
三
一
？
丙
申
・
五
八
）

「
長
嶋
北
彩
」
を
執
筆
す
る
。
（
「
築
刻
諦
義
ノ
ー
ト
」
）

○
（
一
九
五
八
・
昭
和
一

「
画
讃
の
書
き
か
た
」

昭
和
三
十
三
年
三
月
）

「
大
雅
堂
と
南
画
」
券

和
三
十
三
年
九
月
）

○
（
一
九
五
七
・
昭
和
三
二
３
丁
酉
・
五
九
）

磯
部
草
丘
著
句
集
「
氷
炭
」
の
序
文
を
執
筆
す
る
。
（
渋
柿
図
書
刊
行
会
、
昭
和
三
十
二

年
四
月
十
日
）

「
壷
、
玉
葱
図
」
（
掛
幅
、
紙
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
「
吉
福
」
と
題
し
、
款
記
に
「
丁

酉
歳
日
二
止
試
室
」
と
あ
る
。
（
木
一
五
九
頁
）

Ｃ
（
一
九
五
二
・
昭
和
二
七
＆
壬
辰
・
五
四
）

冬
心
会
に
参
加
す
る
。
中
川
一
政
に
貰
い
受
け
た
柿
の
写
生
あ
り
。
（
同
会
は
金
冬
心
の

詩
を
読
む
会
で
、
こ
の
前
後
数
年
に
わ
た
り
、
中
川
一
政
宅
で
開
か
れ
た
。
池
田
古
日
、

真
田
但
馬
、
中
川
一
政
、
山
田
正
平
、
国
安
芳
雄
、
嵯
峨
寛
、
保
多
孝
三
ら
が
会
員
。
）
（
ス
）

Ｃ
二
九
五
○
・
昭
和
二
五
・
庚
寅
・
五
二
）

「
水
滴
図
」
（
紙
本
、
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
款
記
に
．
止
道
人
庚
寅
試
室
」
と
あ
る
。
（
こ

れ
に
は
、
大
鹿
卓
。
蒼
々
亭
〃
と
松
下
英
磨
に
よ
る
画
賛
が
あ
る
。
）
（
山
田
家
蔵
）

Ｃ
（
一
九
四
八
・
昭
和
二
三
・
戊
子
・
五
○
）

第
三
回
「
山
田
正
平
水
墨
画
個
人
展
」
を
一

○
（
一
九
四
七
・
昭
和
二
二
・
丁
亥
・
四
九
）

「
八
仙
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
）
を
画
く
。
款
記
に
「
丁
亥
秋
日
一
止
製
」
と
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）
○

芋
銭
翁
旧
居
を
訪
ね
、
牛
久
沼
附
近
の
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
。
（
ス
）

詩
を
読
む
会
で
、
こ
の
前
必

真
田
但
馬
、
中
川
一
政
、
山

富
岡
鉄
斎
作
「
古
仏
篭
図
」

・
昭
和
三
三
・
戊
成
・
六
○
）

を
執
筆
す
る
。

を
執
筆
す
る
。
（
松
井
如
流
編
一
‐
係
幅
・
肩
額
の
研
究
」
二
玄
社
、

を
模
写
す
る
。
（
ス
）

（
「
南
画
研
究
」
一
’
七
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
山
田
正
平
に
は
、
画
に
関
し
て
綾
々
述
べ
た
画
論
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
正

平
の
考
え
方
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抄
録
し
て
み
る
。
そ
し
て
正

を
東
京
銀
座
松
坂
屋
美
術
部
に
て
開
催
す
る
。

C ○
（
一
九
六
一
・
昭
和
三
六
・
辛
丑
・
六
三
）

「
柿
・
霊
芝
図
」
を
画
く
。
「
美
意
延
年
」
と
題
し
、
款
記
に
「
辛
丑
歳
旦
正
平
試
窒
」
と
あ
る
。

（
山
田
家
蔵
作
品
写
真
に
よ
る
）

喜
美
子
夫
人
と
共
に
北
海
道
に
遊
ぶ
。
（
ス
）

○
（
一
九
六
○
・
昭
和
三
五
・
庚
子
・
六
二
）

（
一
九
六
二
・
昭
和
三
七
・
壬
寅
．
六
四
）

第
三
次
訪
中
日
本
書
道
団
団
長
（
秘
書
長
香
川
峯
雲
、
団
員
佐
藤
祐
豪
・
殿
村
藍
田
・
今

井
凌
雪
）
と
し
て
出
発
す
る
。
（
自
）

訪
中
時
の
写
生
が
あ
る
。
（
ス
）

手
帖
に
、
五
月
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
日
記
が
あ
る
。
（
山
田
家
蔵
）

病
気
帰
国
の
た
め
、
団
員
と
別
れ
香
港
に
向
う
。
（
「
書
道
」
九
’
三
、
泰
東
書
道
院
出
版
部
、

昭
和
三
十
八
年
三
月
）

香
港
よ
り
空
路
帰
国
す
る
。
二
書
道
』
九
’
三
、
前
掲
）

東
京
警
察
病
院
に
入
院
す
る
。
（
木
）

同
病
院
（
三
一
五
号
室
）
に
て
、
○
時
十
六
分
、
腹
部
大
動
脈
癌
の
た
め
没
す
。
（
木
）

｜
‐
急
須
蓮
根
橘
図
」
（
掛
幅
・
紙
本
墨
画
淡
彩
）
を
画
く
。
一
‐
寿
康
」
と
題
し
、
款
記
に
一
‐
庚

子
歳
旦
正
平
試
墓
」
と
あ
る
。
（
木
一
四
九
頁
）

喜
美
子
夫
人
と
共
に
九
州
の
桜
島
・
阿
蘇
・
別
府
な
ど
に
遊
ぶ
。
（
ス
）

大
分
県
中
津
市
の
自
性
寺
に
て
池
大
雅
の
作
品
を
鑑
賞
、
模
写
す
る
。
（
ス
）

（
一
九
五
九
・
昭
和
三
四
・
己
亥
・
六
一
）

「
壷
柿
図
」
を
画
く
。
「
清
楽
」
と
題
し
、
款
記
に
「
己
亥
歳
日
二
止
試
皇
」
と
あ
る
。
（
山

田
家
蔵
作
品
写
真
）

三
画
論

五
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○
佐
藤
書
簡
①
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
五
且

佐
藤
耐
雪
に
宛
て
た
書
簡
を
七
通
掲
載
す
る
。
（
不
明
字
は
□
と
し
た
。
読
解
に
便
な
る

を
考
え
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
）

平
の
文
章
を
追
い
な
が
ら
、
正
平
の
求
め
た
画
境
を
探
っ
て
み
た
い
ｃ

彼
は
晩
年
佐
藤
耐
雪
（
２
）
や
桜
井
定
一
（
３
）
と
交
流
を
持
ち
、
多
く
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る

中
に
芸
術
論
が
散
見
で
き
る
。
か
つ
て
、
そ
の
い
く
ら
か
を
翻
刻
し
た
。
こ
れ
ら
を
併
せ
て

彼
の
画
に
対
す
る
姿
勢
や
画
論
を
考
察
す
る
。

知
識
。
勿
論
重
ん
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
書
、
画
は
物
識
り
の
詰
め
合
は
せ
で
は
な
い
。

芸
術
の
世
界
は
別
に
在
る
。
時
た
ま
私
に
画
法
を
間
ひ
た
い
と
言
う
人
が
あ
る
が
、
そ
の

時
の
答
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
る
。
絵
は
書
法
で
殆
ど
推
せ
る
。
人
の
絵
を
模
倣
す
る
よ

り
直
ち
に
自
然
に
就
い
て
対
し
て
学
び
と
る
こ
と
よ
り
自
家
の
形
を
創
り
出
し
な
さ
い

と
。
世
間
に
在
る
画
法
を
読
む
こ
れ
も
無
益
で
は
な
い
。
し
か
し
作
っ
て
自
得
す
る
の
が
、

ホ
ン
ト
で
あ
る
。
人
の
目
で
見
た
あ
る
型
を
表
面
だ
け
達
者
に
模
倣
し
た
様
な
も
の
は
な

く
も
が
な
で
あ
る
。
大
人
の
型
通
り
の
絵
よ
り
子
供
の
絵
の
幼
稚
で
あ
る
が
、
時
に
感
興

を
覚
へ
る
の
は
純
真
、
画
境
に
遊
ん
で
居
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
芋
銭
翁
に
時
々
絵
の
御
話

を
聴
い
た
こ
と
を
想
ひ
出
し
て
忘
れ
難
い
こ
と
が
色
々
あ
る
が
、
何
よ
り
も
自
分
の
感
興

に
真
実
で
あ
れ
と
云
ふ
一
条
に
は
教
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
深
か
っ
た
。

「
画
法
寸
感
」
（
「
築
刻
識
義
ノ
ー
ト
」
）
（
４
）

南
剛
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
南
画
の
始
祖
は
王
摩
詰
か
、
摩
詰
は
官
人
で
詩
人
同
牧
総
も

雪
舟
も
僧
で
あ
る
。
ま
た
北
画
に
対
し
て
南
画
と
言
う
と
こ
ろ
に
何
か
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

牧
諮
、
雪
舟
は
南
画
と
い
わ
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
が
、
水
墨
画
を
描
い
た
と
こ
ろ
は
通
じ
た
も

の
も
あ
り
、
玉
洲
の
琳
派
ま
で
南
画
に
と
り
入
れ
る
系
列
法
に
し
た
が
え
ば
、
両
者
を
適

時
借
用
に
及
ん
で
差
し
支
え
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。
と
も
か
く
山
水
方
滋
と
か
、
林
泉
の
気

と
か
、
胸
中
山
水
と
か
、
院
体
北
画
に
な
い
別
の
宗
旨
が
南
画
精
神
ら
し
い
。
む
ず
か
し
い
。

「
大
雅
堂
と
南
面
」
（
「
南
画
研
究
』
前
掲
）

多
う
ぐ
、
の
室
貝
間
を
ｗ
送
っ
て
い
る
ｃ

○
佐
藤
書
簡
②
（
昭
和
三
十
四
年
五
月
七
日
）

御
手
紙
を
拝
見
し
な
が
ら
、
御
返
し
も
出
来
す
甚
失
礼
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
印
影
と

蓋
の
小
包
御
受
け
し
て
、
只
今
寸
感
を
陳
べ
よ
う
と
存
じ
ま
す
。
妄
評
当
不
当
こ
れ
亦
作

品
の
如
く
そ
の
時
の
感
想
な
れ
ば
、
時
を
経
て
確
評
と
な
る
か
否
か
定
め
難
し
。
大
凡
作

品
は
出
来
た
時
に
自
ら
会
心
と
否
と
は
知
り
得
る
。
十
中
の
八
九
ま
で
。
余
の
分
は
暫
時

保
存
し
て
熟
観
せ
ぱ
、
取
捨
ま
た
自
ら
決
し
得
。
御
申
越
し
に
因
て
大
凡
の
順
位
と
は
致

し
置
き
し
も
、
格
段
と
等
差
あ
る
に
非
ず
。

百
事
大
吉
の
墨
画
、
小
生
と
し
尤
も
好
ま
し
く
・
墨
色
も
よ
く
。
奥
行
き
も
あ
り
。
題

字
の
位
置
そ
の
心
意
気
も
画
に
溶
け
込
み
居
る
処
あ
り
。
強
い
て
難
を
拾
え
ば
印
少
し
大

き
い
。
若
し
吉
福
の
○
印
を
用
ゆ
る
と
せ
ば
い
ま
少
し
小
さ
い
か
、
或
は
一
分
位
字
の
方

へ
寄
せ
る
か
致
し
た
し
。

次
二
山
水
仙
境
春
長
俊
嶺
、
上
部
は
気
力
充
ち
て
よ
る
し
と
存
し
ま
す
。
勝
印
な
き

方
よ
し
。
題
字
も
引
き
し
め
て
耐
雪
写
位
に
し
て
は
如
何
、
チ
ト
散
漫
な
り
。
江
南
春
雨
、

写
生
ス
ケ
ッ
チ
風
に
て
軽
く
、
そ
の
意
味
よ
り
す
れ
ば
捨
て
難
し
。
水
上
よ
く
舟
浮
び
あ

り
。
題
字
の
位
置
む
し
ろ
右
方
上
部
に
ひ
き
し
め
て
、
江
南
と
は
多
支
那
人
の
云
ふ
言
端

な
れ
ば
、
別
に
工
夫
し
て
井
題
は
不
用
。
む
し
ろ
倣
取
の
場
所
に
て
も
書
き
て
は
如
何
か
。

と
云
ふ
の
は
、
ス
ケ
ッ
チ
風
な
れ
ば
、
井
題
な
ど
仰
々
し
い
よ
り
軽
く
さ
り
げ
な
い
方
適

当
か
と
存
ず
。

春
山
早
行
、
題
字
も
画
と
相
応
し
て
先
づ
よ
し
。
早
春
残
雪
。
残
雪
と
あ
れ
ど
こ
の
場

合
文
字
に
残
雪
と
す
る
よ
し
。
画
と
な
れ
ば
残
雪
を
画
に
し
て
、
残
雪
と
コ
ト
ワ
リ
害
さ

せ
ず
に
。
別
に
感
興
を
増
す
よ
う
文
字
を
附
し
た
ら
。
瀧
印
の
位
置
若
し
押
す
な
ら
右
の

方
へ
・

筒
の
画
少
し
達
者
過
ぎ
て
余
味
に
乏
し
・

書
も
画
も
願
は
し
き
も
の
は
余
韻
気
品
な
り
。
上
手
、
達
者
概
念
的
は
忌
む
と
こ
ろ
。

清
白
、
気
分
筒
よ
り
よ
し
。
乗
字
は
口
力
の
作
を
摘
録
す
る
の
意
な
れ
ば
、
清
白
な
る

文
字
別
二
誰
の
語
句
と
云
ふ
も
の
に
も
考
え
ら
れ
ざ
れ
は
、
乗
字
は
一
寸
不
適
当
な
ら
ず

や
。
清
白
の
字
も
、
特
に
気
張
り
た
る
こ
と
も
な
し
、
単
に
号
位
に
し
て
は
自
然
か
と
存
ず
。

文
人
画
の
本
旨
は
や
は
り
伝
神
に
在
り
ｃ
そ
れ
に
は
や
は
り
形
似
の
城
も
徹
し
て
洞

察
し
て
、
減
筆
は
繁
を
経
過
し
て
の
減
筆
こ
そ
望
ま
し
く
、
数
筆
を
か
ね
た
る
一
筆
。

“
、

ユ
ノ
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経
過
し
て
、
能
減
筆
こ
そ
望
ま
し
く
・
数
筆
を
か
ね
た
る
一
筆
。

「
ふ
じ
」
誰
も
描
く
が
自
分
の
観
た
ふ
じ
こ
れ
こ
そ
画
な
り
。
十

拝
復
。
こ
の
虚
色
々
と
混
雑
し
て
方
々
へ
御
返
事
も
出
来
す
失
儲
し
て
居
り
ま
す
。

今
日
小
間
、
別
紙
御
作
の
印
、
に
就
き
所
感
申
述
べ
ま
し
た
。
印
を
や
り
出
し
た
の
で
す
か

ら
こ
の
方
少
し
進
展
せ
ら
れ
て
は
如
何
。
絵
の
方
も
従
っ
て
展
開
と
存
じ
候
。
文
人
画
の
本

旨
は
や
は
り
伝
神
二
在
り
、
そ
れ
に
は
や
は
り
形
似
の
域
も
徹
し
て
洞
察
し
て
減
筆
は
繁
を

○
佐
藤
脊
簡
③
（
昭
和
三
十
四
年
六
月
七
日
）

○
佐
藤
書
簡
④
（
昭
和
三
十
四
年
七
月
十
四
旦

情
墨
墨
一
味
五
彩
を
兼
ね
を
忘
れ
ぬ
こ
と
に
致
し
居
り
信
じ
居
り
候
‘
筆
墨
深
沈
に
し

て
始
め
て
賞
鑑
に
入
る
。
○
を
四
角
に
し
て
も
立
体
を
平
面
に
あ
つ
か
っ
て
も
、
兎
に
角

自
己
の
真
実
を
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
我
か
制
作
な
り
。
徒
ら
の
乱
塗
乱
抹
は
目
を
掩
は
し

む
る
耳
。
此
頃
流
行
の
非
具
象
派
と
し
て
ホ
ン
モ
ノ
に
近
い
も
の
と
偽
物
と
あ
り
。
そ
の

別
れ
は
真
と
実
な
り
。
そ
の
真
も
実
も
表
現
の
芸
、
芸
な
れ
ば
手
と
心
と
表
裏
一
体
は
云

ふ
迄
も
な
し
。
東
洋
の
山
水
画
は
む
づ
か
し
い
。
南
凹
の
手
本
に
よ
る
依
様
的
の
も
の
は

現
代
に
は
己
に
適
用
せ
ぬ
。
今
の
人
が
今
の
山
水
画
を
作
る
甚
だ
難
事
業
な
り
。
風
景
画

は
よ
く
あ
れ
ど
所
謂
東
洋
山
水
画
の
伝
統
を
今
に
開
く
こ
れ
難
し
。

す
と
云
ふ
こ
と
。
甘
梅
す
る
よ
り
む
し
ろ
卒
意
な
れ
。

帆
情
心
趣
の
分
は
チ
ト
余
白
空
疎
な
り
。
や
は
り
凹
と
し
不
充
分
の
処
あ
る
な
ら
ん
か
。

忘
評
多
謝

兼
字
ョ
く
字
引
き
に
よ
り
工
夫
あ
り
た
し
。

昭
和
三
四
年
、
印
こ
れ
は
こ
の
様
な
体
は
ウ
ン
ト
エ
夫
し
て
、
し
か
も
卒
意
の
味
こ
そ
よ

け
れ
◎
ウ
ン
ト
エ
夫
す
る
と
云
っ
て
も
、
シ
マ
リ
単
純
な
も
の
は
尤
も
精
神
の
純
粋
を
要

耐
雪
様

五山
月田
七正
日平

大
川
比
小
斡
不
安
｛
厚
自
賛

右
勿
、
、

の
玉
堂
冨
貴
は
牡
丹
の
こ
と
、
井
題
は
な
き
方
よ
る
し
。
あ
や
め
は
位
置
あ
し
く
、
二
不
安
定
。

左
右
ツ
メ
ル
。
守
拙
の
印
を
と
る
位
に
「
印
も
な
き
方
こ
の
場
合
よ
ろ
し
か
ら
ん
か
」
あ
じ

魚
素
朴
の
筆
意
精
親
し
み
を
感
じ
た
れ
ど
、
そ
の
物
の
個
性
が
見
え
ず
。
十
枚
二
十
枚
と
ウ

ン
ト
写
生
し
て
、
そ
の
上
独
自
の
解
釈
を
し
て
絵
に
す
る
。
そ
し
て
や
っ
と
マ
ヅ
イ
な
が
ら

自
分
ら
し
い
も
の
が
生
れ
る
。
そ
ん
な
態
度
で
や
っ
て
み
て
は
。

当
分
絵
の
方
は
、
自
ら
楽
し
ん
で
、
勉
強
を
進
め
て
御
送
り
に
な
る
要
は
な
し
と
存
じ
ま
す
。

○
佐
藤
書
簡
⑥
（
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
九
日
）

○
佐
藤
書
簡
⑤
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
一
○
日
）

私
の
絵
に
対
し
て
の
考
え
は
書
築
刻
に
対
す
と
同
じ
。
よ
く
物
象
を
観
じ
て
真
を
促
え
形

よ
り
も
神
仙
を
と
順
ふ
の
で
す
。
文
人
画
は
私
は
そ
の
態
度
な
の
で
す
。

半
分
位
の
大
き
さ
に
。
適
格
に
物
象
を
立
体
的
に
観
じ
悟
り
、
そ
し
て
墨
を
惜
し
み

筆
を
減
じ
。
或
は
そ
の
反
対
に
う
ん
と
墨
を
駆
し
筆
を
馳
せ
て
も
。
つ
ま
り
ス
ケ
ッ
チ

風
の
浅
い
一
面
で
な
く
、
自
分
は
斯
く
観
る
と
云
ふ
所
を
筆
に
創
作
す
る
の
で
な
け
れ

ば
。
そ
れ
に
は
や
は
り
物
象
を
描
く
タ
ン
レ
ン
エ
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
筆
が
な
け
れ
ば
。

墨
の
濃
淡
の
真
味
が
味
解
出
来
な
い
と
、
乱
塗
乱
抹
に
了
る
。
大
雅
日
く
、
一
点
も
染
め

ざ
る
所
尤
も
難
し
と
。
勿
々
の
画
。
生
き
た
る
余
白
は
一
筆
一
点
の
兼
墨
が
醸
し
出
す
独

自
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
抽
象
派
と
雌
も
平
面
描
写
派
も
大
宇
宙
の
活
気
骨
格
を

忘
れ
て
は
意
味
な
い
こ
と
で
せ
う
。
画
は
や
は
り
一
つ
の
芸
道
。
単
に
一
片
の
気
力
だ
け

で
は
成
り
立
た
ず
。
苦
心
惨
惜
経
営
工
夫
あ
り
て
、
そ
れ
を
経
て
僅
か
に
万
一
を
達
し
得

ら
る
、
か
。
決
し
て
挫
折
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
せ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
徐
ろ
に
古
人
の
跡

を
鑑
賞
玩
味
し
て
学
び
取
り
、
形
の
模
防
に
了
ら
ず
。
我
真
意
を
創
造
す
る
こ
と
を
第
一
、

そ
れ
に
徹
し
て
行
ふ
こ
と
。

耐
雪
様

処
理
の
妙
味
を
欠
き
、
尤
も
使
用
に
は
注
意
し
適
宜
の
場
合
に
限
る
が
如
し
。
近
世
簡

七

山
田
正
平

七
月
十
四
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こ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
正
平
は
伝
統
的
な
画
や
画
論
に
飽
き
足
ら
ず
、
よ
り

現
代
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
正
平
が
古
来
の
伝
統
的
手
法
を

○
佐
藤
書
鰭
胤
）
（
昭
和
三
十
五
年
二
月
十
九
旦

絵
の
方
も
拝
見
。
但
望
む
ら
く
は
余
り
早
く
物
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
構
成
実
感
第
一
、
拙

を
繁
を
厭
は
ず
。
そ
し
て
更
二
減
と
厳
と
、
そ
ん
な
こ
と
で
数
多
く
せ
ず
、
詩
を
画
く
つ

も
り
で
精
進
し
て
見
ら
れ
た
ら
。
兎
二
角
楽
し
ん
で
苦
し
ん
で
や
っ
て
居
る
う
ち
上
達
疑

い
も
な
し
。
欣
羨
切
望
。

略
上
に
使
用
は
別
義
な
ら
ん
か
。

こ
の
庭
色
々
と
多
忙
の
こ
と
あ
っ
て
甚
失
礼
。
別
紙
は
四
、
五
日
来
懸
案
の
印
稿
、
少

し
は
御
参
考
と
相
成
る
か
同
封
致
し
ま
す
。
形
の
み
に
終
始
せ
ば
物
な
し
。
よ
く
／
、
筆

結
構
な
ど
玩
索
、
形
骸
を
離
れ
自
己
の
心
境
は
な
っ
て
来
て
居
る
様
で
す
か
ら
、
大
い
に

自
信
を
以
て
御
精
進
下
さ
い
。
古
典
を
ふ
ま
え
現
代
を
超
出
し
て
。

絵
の
方
も
大
略
見
ま
し
た
。
大
分
墨
色
も
筆
意
も
落
着
き
を
見
せ
て
来
ら
れ
た
様
二
恩

ふ
。
八
大
と
か
白
石
と
か
先
覚
の
妙
鹿
を
参
酌
学
び
と
る
こ
と
大
い
に
結
構
。
彼
等
は
東

洋
の
デ
ン
ト
ウ
を
や
は
り
見
に
つ
け
て
そ
の
時
代
に
傑
出
せ
る
も
の
、
何
か
特
殊
の
そ
の

作
家
独
自
の
鹿
、
極
単
に
言
へ
ば
破
格
の
虚
あ
る
も
、
こ
れ
は
今
申
す
古
典
の
う
ら
つ
け

あ
れ
ば
自
分
法
と
な
り
賞
鑑
二
入
る
な
り
。
そ
れ
を
単
に
形
だ
け
の
摸
佑
に
了
り
徒
ら

に
悪
達
者
に
な
れ
ば
、
具
眼
者
の
世
の
剛
笑
受
け
る
耳
。
飽
く
迄
大
切
な
る
は
、
自
己

の
信
実
自
己
の
目
。
自
分
の
歌
を
う
た
ふ
こ
と
。
こ
の
一
点
な
く
し
て
は
芸
と
い
い
難
し
。

こ
の
度
の
う
ち
大
根
な
ど
私
は
ス
キ
で
す
。
菊
な
ど
慎
重
の
写
生
甚
好
ま
し
い
態
度
な
れ

ど
、
こ
れ
が
八
大
白
石
の
如
く
一
つ
の
自
己
の
構
図
自
分
の
増
減
省
略
が
出
来
れ
ば
と
。

こ
れ
は
然
し
私
に
も
な
か
／
＼
で
す
。

い
つ
も
同
じ
こ
と
申
し
て
繰
り
返
し
な
り
。
申
し
上
ぐ
る
意
志
十
の
一
も
錫
難
く
甚
も

ど
か
し
ぐ
。

師
走
十
九
日
夜

山
田
正
平

耐
雪
様

重
ん
じ
つ
つ
も
現
代
に
生
き
た
作
品
を
志
向
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
ｃ

正
平
の
画
や
画
論
に
新
規
性
が
見
ら
れ
る
の
は
彼
の
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
で
あ
ろ
う
。

彼
は
画
賛
に
苦
心
を
し
た
が
、
彼
の
端
的
な
文
章
が
残
さ
れ
て
い
る
。
松
井
如
流
編
「
膝

幅
・
扇
額
の
研
究
」
（
前
掲
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
画
讃
の
書
き
か
た
」
で
あ
る
。

い
さ
さ
か
長
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く
。

画
讃
に
つ
い
て
書
●
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
先
ず
画
に
対
す
る
私
の
態
度

か
ら
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
昔
は
文
人
画
と
い
う
と
、
蘭
竹
四
君
子
か
ら
、
樹
木
山
水

と
順
を
追
っ
て
習
い
、
そ
れ
を
一
応
学
び
お
え
れ
ば
足
り
る
と
い
う
考
え
が
一
般
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
私
た
ち
が
画
を
か
く
に
は
こ
う
し
た
法
に
は
よ
ら
な
い
。
た
だ

ち
に
自
分
の
眼
で
自
然
を
見
、
物
象
を
写
生
し
て
、
自
か
ら
の
も
の
と
し
て
椛
成
ｌ
創
作

す
る
。
こ
れ
は
決
し
て
私
、
個
人
の
態
度
で
は
な
く
、
今
日
の
画
家
の
一
般
的
な
態
度
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
旧
来
行
わ
れ
た
法
も
一
つ
の
確
実
な
方
途
で
は
あ
ろ
う

が
、
今
わ
れ
わ
れ
の
と
っ
て
い
る
態
度
は
、
こ
れ
よ
り
自
由
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
苦

難
の
道
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
落
款
の
入
れ
方
、
題
賛
の
位
置
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
に
た
ち
至
っ
て

も
、
や
は
り
、
単
純
に
一
種
の
法
を
定
め
て
そ
れ
に
依
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
法
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
そ
の
法
が
立
つ
も
の
で
あ
っ

て
、
一
般
に
通
ず
る
法
と
い
う
も
の
は
無
い
と
思
う
。
古
人
の
い
わ
ゆ
る
法
な
る
も
の
が
、

必
ず
し
も
法
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

実
作
に
当
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
何
処
に
落
款
を
い
れ
、
何
処
に
印

を
押
し
、
ど
こ
に
讃
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
作
品
が
教
え
て
く
れ
る
。
作
品
自

ら
が
、
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
画
と
讃
と
は
そ
れ
ほ
ど
切
っ
て
も
切

れ
な
い
契
合
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
無
い
の
は
画
で
も
書
で
も
な
い
と
い
っ
て
も

い
い
で
あ
ろ
う
。

古
人
の
作
品
を
見
る
と
、
あ
る
場
合
に
は
不
思
議
な
と
こ
ろ
に
落
款
や
讃
を
し
た
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
実
に
そ
の
人
、
そ
の
場
合
に
の
み
許
さ
れ
、
ま
た
成
功
す
る
独
特
の
法

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
古
人
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
に
倣
う
の
は
愚
な
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
玉
堂
琴
士
の
画
な
ど
に
は
、
と
き
に
非
常
に
破
格
の
題
字
を
し
た
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
が
何
と
も
言
え
な
い
趣
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
誰
か
他
の
人
が
、
そ
れ

八
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↓
正
平
の
画
を
考
え
る
に
あ
－
た
り
、
益
を
受
け
た
重
要
な
人
物
と
し
て
、
池
大
邪
・
富
岡
鉄

斎
・
小
川
芋
銭
・
呉
昌
碩
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
は
以
前
、
正
平
が
東
京
学

芸
大
学
で
指
導
し
た
学
生
に
対
し
て
、
授
業
内
容
に
関
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
考
察
を

加
え
た
。
（
５
）
こ
れ
か
ら
正
平
は
授
業
中
に
、
池
大
雅
・
富
岡
鉄
斎
・
小
川
芋
銭
・
呉
昌
碩
に

関
し
て
色
々
と
語
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。
正
平
が
草
し
た
文
章
を
引
き
つ
つ
、

彼
ら
へ
の
人
物
観
を
見
て
み
た
い
。
先
ず
は
、
呉
昌
碩
で
あ
る
が
、
正
平
自
身
が
述
べ
た
も

の
と
し
て
、
「
呉
昌
碩
を
訪
ね
る
」
（
「
好
古
」
昭
和
十
四
年
十
一
月
）
と
「
呉
昌
碩
先
生
と

先
人
寒
山
翁
と
私
」
二
書
道
」
第
五
巻
第
十
号
、
泰
東
書
道
院
出
版
部
、
昭
和
十
一
年
十
月
）

に
詳
し
い
。
い
さ
さ
か
長
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
く
。
一
一
内
の
引
用
は
、
「
書
道
』
に

こ
の
一
文
に
は
、
｜
‐
今
わ
れ
わ
れ
の
と
っ
て
い
る
態
度
は
よ
り
自
由
で
あ
る
。
」
と
か
一
‐
法

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
そ
の
法
が
立
つ
。
」
な
ど
は
、
正
平
の
築
刻
論
に
も
通

じ
る
考
え
で
あ
り
、
彼
が
実
作
主
義
ま
た
古
人
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
手
法

を
常
に
探
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
興
味
深
い
。

こ
れ
を
裏
返
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
約
束
さ
れ
た
位
置
に
約
束
の
言
葉
を
書
く
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
し
な
い
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
讃
に
よ
っ
て
一
種
の
趣
を
か
も
し

出
せ
ば
こ
そ
、
そ
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
働
き
も
な
く
、
む
し
ろ
趣

を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
は
、
本
来
文
人
画
と
は
無
縁
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
古
人
も

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
樫
部
な
る
匠
習
よ
り
も
、
よ
ろ
し
く
没
字
碑
に
学
ぶ
を
是
と

為
す
べ
し
」
と
言
っ
て
痛
烈
に
や
っ
つ
け
て
い
る
。

結
局
、
画
が
出
来
上
が
っ
て
、
そ
れ
に
落
款
を
す
る
場
合
、
ま
た
印
だ
け
押
す
場
合
、

二
字
で
も
一
句
で
も
こ
れ
に
題
賛
す
る
場
合
、
と
も
に
そ
れ
は
画
の
延
長
で
あ
り
、
ど
う

い
う
意
味
の
文
字
が
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
関
係
な
し
に
、
そ
こ
に
筆
で
書
い

て
あ
る
そ
の
字
の
線
の
動
き
が
、
画
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
更
に
う
け
継
い
で
表

現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。
こ
れ
が
画
題
の
作
用
の
一
つ
の
大
き
な
分

野
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

と
り
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
倣
っ
た
と
し
て
も
こ
う
は
い
か
な
い
。
何
と
い
う
か
、
思
い
き
り
踏
み
込
ん
だ
位
世
の
よ
る
。
他
は
一
●
好
士
邑
に
よ
る
。

四
山
田
正
平
が
影
響
を
受
け
た
画
人

私
が
、
呉
昌
碩
先
生
に
お
目
に
か
、
つ
た
の
は
、
岳
父
寒
山
の
残
後
、
大
正
八
年
晩
秋
、

河
井
茎
臓
先
生
に
伴
は
れ
て
渡
支
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
に
翁
を
訪
ね
た
時

は
、
そ
の
日
は
少
し
薄
曇
り
の
日
で
あ
っ
た
。
河
井
先
生
に
伴
は
れ
て
、
日
本
人
に
は
殆

ん
ど
行
き
合
は
な
い
町
々
を
迂
曲
し
て
か
ら
狭
い
小
路
へ
入
り
昌
碩
先
生
の
門
前
に
立

っ
た
。
黒
塗
り
丈
除
の
門
扉
が
堅
く
閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
要
心
の
為
め
で
、
支
那

人
の
一
寸
し
た
住
宅
は
み
な
さ
う
で
あ
っ
た
。
門
を
敵
い
て
案
内
を
乞
う
と
左
右
に
開
か

れ
、
其
虚
は
六
七
坪
位
の
石
畳
み
の
空
庭
と
な
っ
て
ゐ
て
、
そ
れ
を
囲
ん
で
、
家
が
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
空
庭
に
而
し
た
右
方
の
奥
行
き
四
間
も
あ
る
と
思
は
れ
る
部
屋
が
唯
接

室
で
、
す
ぐ
翁
は
出
て
乗
ら
れ
た
。
ま
こ
と
に
お
婆
さ
ん
然
と
し
た
洲
容
で
、
逸
気
稜
々

の
作
風
に
似
合
は
し
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

河
井
先
生
は
如
何
に
も
愛
情
に
満
ち
た
握
手
を
さ
れ
、
久
淵
を
叙
す
る
挨
拶
を
さ
れ
て
、

我
々
は
卓
を
悩
ん
で
腰
を
下
ろ
し
た
。
私
は
言
葉
が
判
ら
な
い
の
で
翁
が
ま
た
し
て
も
小
さ

な
扇
壷
の
鼻
煙
を
袖
中
か
ら
取
り
出
し
て
は
絶
え
ず
指
先
き
に
つ
け
て
鼻
孔
へ
な
す
ら
れ
る

の
を
、
物
珍
ら
し
く
眺
め
て
ゐ
た
。
い
ろ
Ｉ
、
話
の
う
ち
に
、
現
在
支
那
で
所
謂
高
徳
の
隠

者
に
書
を
よ
く
す
る
人
の
有
無
の
質
問
に
、
翁
は
沈
思
甚
だ
久
し
く
し
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
容

易
に
名
前
が
出
て
来
さ
う
に
な
か
っ
た
。
翁
か
ら
の
質
問
も
い
る
／
、
あ
っ
た
や
う
で
、
そ

の
う
ち
に
日
本
人
は
何
故
に
色
彩
の
強
き
を
好
む
か
と
か
、
蕊
道
は
、
親
子
で
も
仕
方
の
な

い
も
の
で
あ
る
な
ど
の
話
の
あ
っ
た
の
を
畳
え
て
ゐ
る
。
そ
の
日
は
膳
接
間
で
面
接
し
た
だ

け
で
蹄
つ
た
が
、
そ
の
後
耽
軍
猫
で
度
々
行
っ
て
、
こ
ん
ど
は
書
斎
で
仕
事
を
さ
れ
る
の
を

見
せ
て
頂
い
た
の
は
う
れ
し
い
思
ひ
出
で
あ
る
。
薄
暗
い
階
段
を
靴
の
ま
、
で
昇
り
、
書
斎

へ
案
内
さ
れ
た
。
書
斎
で
の
翁
は
薄
汚
れ
た
と
し
か
思
へ
ぬ
鼠
色
の
長
衣
を
着
て
下
腹
の
遜

を
白
い
紐
で
縛
っ
た
無
雑
作
の
風
磯
で
、
卓
子
の
傍
に
は
雑
書
や
仕
事
に
必
要
な
雑
道
具
が

置
い
て
あ
る
位
で
、
極
め
て
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
。
千
巻
の
書
も
、
寓
里
の
道
も
何
の
苦

も
な
く
頭
の
何
鹿
か
、
或
は
腹
の
隅
に
で
も
小
さ
く
畳
み
込
ま
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
卓
子
の

上
へ
紙
を
展
べ
、
立
っ
て
揮
塁
さ
れ
る
。
一
枚
出
来
る
と
「
不
好
、
不
好
」
と
愛
嫡
を
言
は

れ
る
。
私
が
言
語
を
知
ら
ぬ
の
で
、
大
燈
筆
談
で
あ
っ
た
が
、
時
々
草
鵠
で
長
々
と
書
か
れ

る
の
に
は
一
寸
雁
酬
に
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
御
訪
ね
す
る
毎
に
礁
接
間
に
は
翁
自
作
の
巨

幅
が
掛
け
更
へ
て
あ
っ
て
、
其
れ
は
坊
間
に
見
る
所
と
異
り
、
如
何
に
も
曾
心
の
作
ら
し
く
、

自
ら
梁
し
む
と
い
ふ
翁
ら
し
い
心
境
が
窺
へ
る
様
な
気
が
し
た
。

九
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○
小
川
芋
銭
よ
り
葉
書
を
受
け
取
る
。
（
こ
の
後
芋
銭
よ
り
、
書
簡
十
三
通
、
葉
書
五
通
を

受
け
取
る
。
こ
れ
は
山
田
家
に
現
存
す
る
。
）

○
小
川
芋
銭
の
来
訪
を
う
け
る
。
（
「
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
）

正
平
と
芋
銭
の
画
風
は
大
き
く
相
違
す
る
が
、
自
然
観
察
や
、
芸
術
に
向
か
う
姿
勢
に
影

響
を
受
け
て
い
る
。
正
平
と
芋
銭
の
関
係
を
箇
条
的
に
纏
め
て
お
き
た
い
。

前
掲
）
で
あ
る
く

小
川
芋
銭
と
は
生
涯
に
亘
っ
て
交
流
を
持
ち
続
け
益
を
受
け
て
い
る
。

か
つ
て
小
川
芋
銭
が
山
田
正
平
に
宛
て
た
書
簡
を
取
り
上
げ
、
正
平
の
小
川
芋
銭
へ
の
思

い
を
探
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
山
田
正
平
研
究
（
１
）
山
田
正
平
を
め
ぐ
る
人
々
と
そ
の
影

響
」
二
書
道
芸
術
」
第
四
巻
第
五
号
、
通
巻
第
二
三
号
、
前
掲
）
と
「
山
田
正
平
研
究
（
２
）

山
田
正
平
を
め
ぐ
る
人
々
と
そ
の
影
響
」
（
『
書
道
芸
術
」
第
四
巻
第
六
号
、
通
巻
第
二
四
号
、

【
呉
翁
は
特
に
梅
と
菊
を
好
ん
で
描
い
た
様
で
あ
る
。
祭
を
作
る
の
法
を
以
て
之
を
写
し
、

造
化
を
師
と
す
る
と
か
、
梅
を
写
し
て
世
を
出
づ
る
の
姿
を
取
り
、
菊
を
写
し
て
倣
霜
の
骨

あ
る
を
取
る
と
か
、
築
刻
に
も
等
し
く
こ
の
性
情
が
窺
へ
る
屈
彊
不
霧
な
梅
の
姿
幽
寂
遣
世

の
思
あ
る
菊
の
香
が
感
じ
ら
れ
る
。
】

私
の
訪
ね
た
頃
は
依
嘱
者
門
に
市
を
な
す
の
繁
昌
で
、
随
っ
て
多
作
の
弊
も
伴
っ
た
や
う

な
こ
と
も
聞
き
、
ま
た
残
前
一
二
年
に
減
燭
一
輝
で
面
白
い
も
の
が
出
来
た
と
も
聞
い
て
ゐ

る
。
兵
焚
に
追
は
れ
他
郷
に
流
寓
し
、
自
ら
酸
寒
の
一
尉
と
称
し
奔
放
の
情
熱
を
詩
書
書
蒙

刻
に
傾
注
し
た
時
代
の
話
が
懐
し
ま
れ
る
。

兎
に
角
翁
は
近
代
支
那
悼
尾
の
大
家
で
あ
っ
た
。
石
鼓
文
を
単
ん
で
あ
の
換
骨
脱
胎
、
前

代
未
曾
有
の
刻
風
、
責
に
山
を
移
し
流
れ
を
逆
に
も
す
る
痛
快
無
比
な
愛
化
清
新
を
、
目
前

に
示
さ
れ
た
事
に
は
、
我
々
古
へ
を
尋
ぬ
る
者
、
塾
に
た
づ
さ
は
る
者
の
終
生
の
鞭
捷
で
あ

り
、
深
く
鑑
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

如
何
に
缶
翁
の
気
晩
の
雄
偉
な
る
か
左
に
印
刻
と
題
す
る
長
篇
の
一
部
を
摘
録
し
て
見
よ

函
ハ
ノ
Ｏ

【
天
下
幾
人
単
秦
漢
。
但
索
形
似
成
疲
痩
。
我
性
疏
澗
類
野
鶴
。
不
受
束
縛
彫
錨
中
。
少

時
単
叙
未
嘗
試
。
諏
暇
寸
繊
躯
蚊
龍
。
不
知
何
者
他
為
正
饗
。
自
我
作
古
空
群
雄
。
］

次
に
正
平
が
益
を
受
け
た
人
物
へ
の
彼
に
よ
る
人
物
観
と
も
い
え
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿

で
は
文
献
・
資
料
の
紹
介
に
留
め
る
。

ま
ず
鉄
斎
で
あ
る
が
、
彼
が
草
し
た
「
鉄
斉
と
築
刻
」
（
「
三
彩
」
第
三
八
号
、
美
術
出
版

社
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
）
に
詳
し
い
。

大
雅
に
つ
い
て
は
、
「
大
雅
堂
と
南
画
」
（
『
南
画
研
究
」
一
’
七
）
に
詳
し
い
。

ま
た
直
接
的
で
は
な
い
が
、
会
津
八
一
の
東
洋
画
へ
の
考
え
方
の
益
も
受
け
て
い
る
。
そ

れ
は
「
会
津
先
生
と
私
」
（
「
書
品
」
七
九
号
、
東
洋
書
道
協
会
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
）
と

「
会
津
先
生
と
築
刻
」
（
揮
斎
同
人
編
「
揮
斎
秋
川
道
人
」
川
村
徳
助
発
行
、
求
龍
堂
、
昭

和
四
十
三
年
十
一
月
）
に
詳
し
い
。

更
に
正
平
は
磯
部
草
丘
（
一
八
九
七
’
一
九
六
七
）
や
、
銭
痩
鉄
（
一
八
九
七
’

一
九
六
七
）
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
別
稿
で
述
べ
る
。

山
田
正
平
の
画
へ
の
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
代
人
の
言
説
か
ら
み

て
み
た
い
。
ま
ず
は
生
前
交
流
の
あ
っ
た
中
川
一
政
を
取
り
上
げ
る
。

○
小
川
芋
銭
の
通
夜
に
小
川
家
を
訪
れ
る
。
（
一
‐
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
）

○
小
川
芋
銭
を
病
床
に
見
舞
う
。
（
ス
）

○
芋
銭
翁
旧
居
を
訪
ね
、
牛
久
沼
附
近
の
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
。
（
ス
）

○
小
川
芋
銭
の
推
薦
に
よ
る
一
‐
寒
山
寺
正
平
築
刻
会
」
を
行
な
う
。
こ
の
後
四
・
五
年
続
く
。

（
「
芋
銭
翁
の
想
い
出
」
）

正
平
さ
ん
の
ふ
と
こ
ろ
に
日
本
紙
の
ス
ケ
ッ
チ
帖
が
あ
る
の
を
私
は
知
っ
て
い
た
が
、

生
前
私
は
正
平
さ
ん
の
絵
を
み
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
山
田
正
平
追
悼
号
で
五
、
六

枚
見
た
の
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て
宛
然
、
中
国
人
の
絵
だ
と
思
っ
た
。
何
よ
り
俗

気
が
な
い
。
そ
し
て
刀
法
が
き
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
矢
張
り
見
逃
せ
な
い
。
私
は
死
ん
で

い
る
文
人
趣
味
は
す
き
で
な
い
。
し
か
し
、
正
平
さ
ん
の
は
生
き
て
い
る
。

五
正
平
画
へ
の
評
価

－

○
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戦
後
、
市
井
に
酒
の
乏
し
か
っ
た
こ
ろ
、
小
倉
理
化
学
研
究
所
所
長
の
小
倉
千
麿
が
、

甘
藷
か
ら
盛
ん
に
純
良
な
酒
を
つ
く
っ
た
の
で
、
我
党
の
士
は
阿
佐
谷
の
彼
の
家
に
暇

を
つ
く
っ
て
は
集
り
飲
ん
だ
。
そ
の
あ
る
日
、
黄
眠
先
生
を
首
座
に
山
田
正
平
、
大
鹿
卓
、

そ
れ
に
小
倉
所
長
と
私
が
会
し
て
、
し
た
た
か
に
、
純
良
焼
ち
ゆ
う
の
、
ア
ル
コ
ー
ル
分

四
十
二
、
三
度
位
か
ら
簸
高
五
十
五
度
位
の
も
の
を
傾
け
た
。
大
酔
の
後
、
古
歌
な
ど
う

た
い
、
や
が
て
散
歩
か
た
が
た
こ
ん
ど
は
聴
雪
臓
に
う
か
が
っ
た
。
携
え
た
大
瓶
を
こ
こ

で
空
け
る
と
次
は
筆
硯
で
あ
る
。
先
生
は
〈
そ
え
子
、
そ
え
子
、
紙
だ
〉
〈
は
い
、
は
い
、

ち
ょ
っ
と
お
ま
ち
て
〉
と
台
所
で
ご
ち
そ
う
の
準
備
中
の
奥
さ
ん
は
、
こ
の
荒
武
者
の
間

入
に
て
ん
て
こ
舞
い
を
さ
れ
た
。
二
、
三
面
の
硯
に
む
か
い
、
筆
筒
か
ら
先
生
の
と
っ
て

お
き
の
筆
を
と
り
だ
し
て
、
お
の
お
の
天
馬
空
を
行
く
底
の
書
画
を
書
き
な
ぐ
っ
た
。
印

も
〈
そ
れ
、
そ
れ
〉
と
先
生
が
投
げ
出
さ
れ
る
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
は
、
西
冷
印
社
製
の
印

泥
を
べ
た
べ
た
つ
け
て
、
お
し
た
。
す
る
と
、
一
止
道
人
は
そ
の
泥
を
た
っ
ぷ
り
指
先
き

に
つ
け
て
、
こ
そ
こ
そ
と
次
の
間
の
本
の
あ
い
だ
に
隠
れ
、
裾
を
ま
く
り
上
げ
て
大
切
な

一
物
を
塗
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
大
事
、
気
で
も
狂
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
感
慨
の
詩
書
の
末
尾
に
、
ご
そ
ご
そ
い
わ
せ
て
押
捺
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
道
人
日
く
〈
一
世
一
度
の
試
、
こ
れ
こ
そ
稀
に
印
史
に
伝
え
ら
れ
る
亀
頭

印
で
あ
る
。
僕
も
生
涯
に
一
た
び
は
試
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
今
日
こ
れ
を
実
験
し
え
て
、

何
の
幸
か
こ
れ
に
過
ぎ
ん
〉
と
。
先
生
は
じ
め
こ
ろ
が
っ
て
笑
い
呆
け
、
平
素
の
一
止
さ

ん
を
知
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
晴
天
の
騨
潅
と
も
い
う
べ
き
天
真
側
漫
の
一
風
量
で
あ

っ
た
。
聴
雪
噸
の
床
の
柱
に
い
つ
も
か
か
っ
て
い
た
片
聯
の
〈
応
無
住
処
而
生
其
心
〉
は
、

そ
の
時
、
私
が
句
を
選
ん
で
、
道
人
が
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
戦
後
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
が
、
山
田
さ
ん
と
二
人
で
中
川
一
政
氏
自
慢
の

金
冬
心
を
見
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
阿
佐
谷
か
ら
永
福
町
ま
で
歩
い
て
行
っ

た
。
長
巻
の
書
作
品
、
墨
梅
図
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。
そ
れ
に
冬
心
先
生
銘
の
あ
る
硯
な

ど
五
、
六
件
を
見
せ
て
貰
っ
た
。
食
い
つ
く
よ
う
に
眺
め
入
っ
て
い
た
山
田
さ
ん
は
〈
さ

す
が
の
も
の
で
す
な
Ｉ
〉
と
会
得
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
帰
り
に
、
阿
佐
谷
の

続
い
て
中
央
公
論
社
の
編
集
長
を
務
め
た
松
下
秀
麿
で
あ
る
。

中
川
一
政
一
‐
生
き
て
い
る
文
人
趣
味
」
（
一
．
山
田
正
平
遺
作
展
」

中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
）

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
家
の
言
説
よ
り
正
平
の
画
に
対
す
る
所
感
が
見
て
取
れ
、
概
し
て
そ
の
評
価
は

高
い
と
言
え
る
。
が
、
彼
の
正
当
な
評
価
や
日
本
画
史
で
の
位
置
づ
け
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
え
よ
う
。
ま
ず
は
彼
の
絵
画
を
主
体
と
し
た
作
品
集
が
編
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

本
稿
で
は
、
山
田
正
平
の
画
と
画
論
に
関
す
る
文
献
・
資
料
を
精
査
し
、
正
平
の
新
た
な

功
績
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
正
平
の
画
に
お
け
る
初
期
資
料
の
提
示
を
し
、
同
資

ま
た
松
下
秀
麿
は
筆
者
宛
の
圭
黒
間
に
お
い
て
、

小
川
芋
銭
は
印
人
に
と
っ
て
、
芸
術
人
と
し
て
最
も
影
響
を
受
け
た
作
家
と
私
は
考
え

る
。
芋
銭
に
は
畏
敬
を
以
て
対
し
て
い
る
。
長
男
の
時
か
潤
平
君
の
時
か
今
は
明
瞭
で
な

い
が
、
五
月
の
節
句
に
朱
筆
よ
る
鐘
鬼
の
図
を
芋
銭
よ
り
贈
ら
れ
て
い
る
。
中
川
一
政
氏

の
芸
術
人
と
し
て
の
境
涯
に
共
鳴
し
、
そ
の
画
□
に
同
一
の
究
極
点
を
期
し
た
も
の
が
あ
る
。

大
通
り
に
た
っ
た
一
軒
や
っ
て
い
る
ソ
ハ
屋
で
行
列
を
し
て
や
っ
と
ソ
バ
を
峡
べ
〈
国

が
亡
び
て
も
芸
術
は
の
こ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
ご
ろ
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
す
ね
。
し

か
し
書
に
し
て
も
、
蒙
刻
に
し
て
も
、
中
国
の
亜
流
で
し
か
な
い
日
本
の
も
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
大
死
一
番
大
い
に
や
ら
な
き
あ
ｒ
ｌ
〉
と
述
懐
し
た
こ
と
を
忘
れ
難
い
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
山
田
さ
ん
は
真
に
芸
術
の
鬼
で
あ
っ
た
。
鬼
で
あ
っ
た
が
故
に
、
世
間
に
示

す
作
品
は
数
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
厳
し
い
制
作
態
度
は
、
お
よ
そ
世
渡
り
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
厳
し
さ
を
最
後
ま
で
崩
さ
な
か
っ
た
の
は
、
一
面
か
ら

み
る
と
、
き
み
子
夫
人
の
内
助
の
功
に
帰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
〈
万
象
院
永
楽
一
止
居
士
〉
と
化
し
た
山
田
さ
ん
は
、
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
小
川
芋
銭
や
河
井
仙
郎
や
会
津
八
一
、
そ
れ
に
呉
昌
碩
や
都
完
白
、
金

冬
心
、
さ
ら
に
は
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
な
ど
と
、
か
つ
て
脚
か
ら
画
い
た
《
八
倦
図
》
の

よ
う
に
、
時
間
の
な
い
漠
々
た
る
天
上
で
、
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
ハ
ー
と
急
調
子
で
供
笑
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
合
掌
。

六
結

松
下
秀
麿
一
‐
一
止
道
人
追
懐
」
二
．
古
酒
」
第
八
冊
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
）

一
一
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印
壇
の
風
雲
児
と
言
わ
れ
た
正
平
の
生
涯
は
、
探
れ
ば
探
る
ほ
ど
興
味
が
尽
き
な
い
。
日

本
の
崎
人
伝
中
の
人
物
と
し
て
推
奨
し
た
い
。
伴
高
膜
の
「
近
世
崎
人
伝
」
の
再
続
編
を
編

む
と
す
れ
ば
、
山
田
寒
山
と
同
様
正
平
の
名
も
し
か
と
記
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
の
性
格

は
、
豪
放
濡
落
、
名
利
を
求
め
ず
そ
の
生
涯
は
小
説
に
さ
え
な
り
う
る
と
思
は
れ
る
。
瓢
逸

の
風
流
人
正
平
の
芸
術
は
、
裳
刻
が
第
一
、
書
が
第
二
、
画
が
第
三
、
詩
が
第
四
そ
し
て
な

に
よ
り
も
人
物
が
面
白
い
。

ノ
く
Ｊ
も
の
と
い
え
る
。

画
人
の
一
人
に
数
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
古
今
東
西
の
画
に
学
び
、
最
も
［

風
趣
あ
る
簡
素
な
画
風
を
確
立
し
た
。
そ
の
独
自
性
は
古
今
独
歩
と
い
え
る
。

料
の
価
値
を
指
摘
し
た
。

正
平
は
裳
刻
家
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
が
、
画
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
を
画
す
る

画
人
の
一
人
に
数
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
古
今
東
西
の
画
に
学
び
、
最
も
日
本
人
ら
し
い

昭
和
三
十
九
年
七
月
に
中
央
公
論
画
廊
に
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
一
山
田
正
平
遡
作
展
』

の
図
録
の
「
趣
旨
」
を
、
正
平
に
私
淑
し
た
築
刻
家
の
保
多
孝
三
が
起
草
し
た
。
正
平
の
画

に
対
す
る
内
容
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
く
。

確
か
に
正
平
の
画
は
東
洋
古
来
の
伝
統
を
重
ん
じ
て
は
い
る
が
、
決
し
て
そ
れ
に
し
ば
ら

れ
る
の
で
は
な
い
。
蒙
刻
家
と
し
て
の
刀
意
あ
る
も
の
で
、
彼
の
独
自
性
は
線
と
画
面
構
成

に
見
ら
れ
る
。
画
論
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
融
合
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
独
自
の
美
学
に
基
づ

｜
止
道
人
山
田
正
平
先
生
く

そ
の
書
は
築
隷
の
蒼
古
に
出
で
て
真
草
ま
た
後
世
の
撫
蝿
を
厭
ひ
？
そ
の
画
は
朱
茸
の

風
骨
に
傾
倒
し
て
兼
ね
て
木
米
・
繊
斎
の
高
逸
を
摂
り
、
さ
ら
に
そ
の
印
に
至
っ
て
は
呉

趨
を
透
過
し
て
直
ち
に
丁
敬
身
の
古
格
に
参
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
少
き
よ
り
鉄
宕
不
瀧
、
中
年
城
西
の
地
に
棲
遅
し
て
縦
迩
を
鵜
晦
し
、
蕊
境
い
よ

い
よ
高
き
を
加
へ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
書
道
使
節
に
長
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
途

中
病
を
得
て
遂
に
起
た
ず
、
蕊
苑
頓
に
寂
莫
を
想
は
し
め
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
残
し
て
二
城
、
こ
こ
に
過
墨
・
遺
作
を
蒐
め
て
江
湖
の
清
鑑
に
供
し
、
い
さ
さ
か

在
天
の
蕊
魂
を
慰
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
七
月

趣
旨

一
一
一

今
後
彼
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
や
文
献
・
資
料
を
更
に
精
査
し
そ
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

本
稿
執
筆
に
際
し
山
田
潤
平
氏
、
梅
枝
氏
、
正
氏
か
ら
ご
配
慮
ご
指
導
を
頂
い
た
。
こ
こ
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
註
）

（
５
）
正
平
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
東
京
学
芸
大
学
の
学
生
に
対
し
て
、
｜
‐
蒙
書
・

築
刻
」
を
講
じ
た
。
筆
者
は
、
そ
の
受
講
生
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
集
計
・
分
析
し
、

一
九
七
九
年
に
東
京
学
芸
大
学
専
攻
科
終
了
論
文
と
し
て
纏
め
た
。
後
、
こ
れ
を
基
に
「
山

田
正
平
に
お
け
る
教
育
的
側
面
」
ｌ
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
築
書
蒙
刻
講
義
を
通
し
て
Ｉ

（
全
日
本
書
写
書
道
教
育
研
究
会
、
北
海
道
大
会
研
究
集
録
、
全
書
研
北
海
道
大
会
事
務
局
、

昭
和
五
十
七
年
八
月
）
と
し
て
執
筆
し
た
。

（
へ
く
一
〕
）

（
４
）
蒙
刻
講
義
ノ
ー
ト
は
、
山
田
正
平
が
東
京
学
芸
大
学
で
講
じ
た
講
義
の
下
調
べ
の
ノ
ー
ト
を
、

書
道
科
同
窓
会
硯
心
会
の
有
志
が
纏
め
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
二
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
目

次
を
挙
げ
る
。

○
「
山
田
正
平
先
生
蒙
刻
講
義
ノ
ー
ト
』
（
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
同
窓
会
硯
心
会
、
昭
和

三
十
八
年
六
月
）

・
田
辺
菖
平
「
序
」
・
伊
東
寿
「
遺
稿
に
学
ぶ
」
・
鈴
木
武
夫
「
山
田
先
生
と
吉
福
の
雅
印
」
・

吉
田
繁
「
恩
ひ
出
の
断
片
」

○
『
回
顧
山
田
正
平
ｌ
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
教
育
者
と
し
て
の
側
面
Ｉ
付
築
刻
講
義
ノ
ー

（
２
）
佐
藤
普
簡
は
、
川
Ⅲ
正
平
に
私
淑
し
た
佐
聯
耐
雪
に
正
平
か
宛
て
た
二
手
紙
で
あ
こ
る
。
後
年
耐

雪
は
、
『
一
止
道
人
山
田
正
平
先
生
の
諜
而
」
（
佐
職
耐
雪
後
援
会
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
）

と
し
て
刊
行
し
た
。

（
１
）
拙
稿
「
山
田
正
平
を
め
ぐ
る
人
々
と
そ
の
影
響
小
川
芋
銭
①
②
」
（
『
書
道
芸
術
」
四
’
五
・

四
’
六
、
九
月
号
．
十
一
月
号
、
日
本
美
術
出
版
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
・
十
一
月
）
に
詳
し
い
。

桜
井
書
簡
は
、
山
田
正
平
に
私
淑
し
た
桜
井
定
市
に
正
平
が
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
筆
者

は
、
「
山
田
正
平
研
究
（
一
）
ｌ
桜
井
定
市
宛
惑
簡
ｌ
」
（
『
修
挙
室
第
一
四
巻
通
巻
四
十
九
号
、

平
成
七
年
一
月
）
と
し
て
翻
刻
し
た
。

二
回
顧
山
田
正
エ
ー
ル
来
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
教
育
者
と
し
て
の
側
面
１
人
付
築
刻
講
義
ノ
ー

ト
（
復
刻
）
」
（
虫
鼎
学
芸
大
学
書
道
科
肌
心
会
平
成
十
六
年
七
月
）

（
十
一
月
三
日
、
東
鼎
学
芸
大
学
に
お
い
て
、
「
山
佃
正
平
先
生
を
語
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。
〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
小
木
太
法
、
杉
本
線
香
、
塚
本
虚
斎
、
益
子
素
州
、
神

野
大
光
〉
）

・
蔵
元
訓
征
「
ご
あ
い
さ
つ
感
化
Ｉ
山
Ⅲ
正
平
展
に
寄
せ
て
ｌ
」
・
特
別
展
示
山
川
正
平
展

展
示
資
料
・
山
田
正
平
先
生
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
「
山
田
正
平
先
生
築
刻
講
義
ノ
ー
ト
（
復

刻
二
・
山
田
正
平
年
譜
・
岩
切
誠
「
あ
と
が
き
」
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本
研
究
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
〈
Ｃ
〉
）
「
日
本
の
築
刻
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」
（
課
題
番
号
Ｋ
Ｍ
１
０
０
１
２
１
５
２
０
１
４
４
０
０
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
年
二
○
一
二
年
は
、
山
田
正
平
没
後
五
十
年
に
当
た
っ
て
い
る
。
記
念
の
展
覧
会
が
東
京
鳩
居
堂
画
廊

で
、
一
○
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

本
年
二
○
一
二
年
十
月
二
十
九
日
、
東
京
学
芸
大
学
時
代
の
恩
師
小
木
太
法
先
生
が
死
去
さ
れ
た
。
先
生

は
私
の
研
究
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
「
日
本
の
築
刻
家
研
究
」
中
で
も
山
田
正
平
の
こ
と
を
ご

教
示
下
さ
っ
た
。
先
生
は
正
平
を
最
も
尊
敬
し
、
深
く
理
解
さ
れ
て
い
た
。
山
田
正
平
の
顕
彰
は
、
小
木
先

生
の
数
多
く
の
ご
業
績
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
よ
う
。

'11水図（部分） 1920年図図昌 図lの画讃
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茎
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図4図 3の画讃図、 図5の画讃 図5山水図・’920年 山水菖 1920年図 9
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